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※この報文は IEVG ニュースレター 2024 年 2 月号記事に加筆し，再編したものです．

１．はじめに

令和 6 年 1 月 1 日 16 時 10 分，石川県能登地方の深さ

約 15 km でマグニチュード（M）7.6 の大地震が発生し，石

川県の志賀町で最大震度 7 を観測したほか，能登地方の広

い範囲で震度 6 強や 6 弱の揺れを観測しました．広範囲

での強震動による被害に加え，能登半島の日本海沿岸では

約 80 km にわたり隆起（最大約 4 m）が確認されるととも

に，珠洲市南部を中心に津波による被害が生じたほか，広

い地域で液状化の被害も発生しました．気象庁はこの地震

を「令和 6 年能登半島地震」と命名しました．本震の発震

機構は北西 – 南東方向に圧縮軸を持つ逆断層型で，この地

域では一般的なタイプです．余震は北東 – 南西に延びる約

150 km の範囲に拡がり，主に南東に傾斜した面に沿って

分布しています．能登半島北東部では，2020 年 12 月ごろ
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から活発な群発地震が続いており（Amezawa et al. , 2023），

2021 年 9 月 16 日（M5.1），2022 年 6 月 19 日（M5.4），

2023 年 5 月 5 日（M6.5）にも局所的な被害を起こす地震が

発生していました．

産総研では，2007 年能登半島地震（M6.9）及び新潟県中

越沖地震（M6.8）が沿岸域で発生したことを受けて，陸域

から海域の地質情報の「空白域」の調査を実施し，現在まで

に７地域の海域活断層を含む詳細な地質情報を公開してき

ました．2010 年には，今回の地震を引き起こしたと考え

られる活断層について公表し（井上・岡村， 2010），それ

は国の津波浸水想定に必要な断層モデルの作成にも活用さ

れました（日本海における大規模地震に関する調査検討会，

2014）．能登半島周辺海域の活断層と令和 6 年能登半島地

震の震央分布を第 1 図に示します．

第 1 図　 能登半島周辺海域の活断層と 2024 年 1 月 1 日の地震（オレンジ色の星）とその余震の震央分布 ． 
海域の紫色の活断層トレースは，岡村（2019）に，赤色の活断層トレースは，活断層データベース
に基づく．基図は，20 万分の 1 海底地質図及び日本シームレス地質図 V2．震源は防災科学技術
研究所 Hi-net の自動震源処理結果（2024/1/1 00:00 〜 2024/1/2 08:59，深さ 20 km 以浅）で，メ
カニズム解は防災科学技術研究所の F-net 解を示す．余震分布の北側に沿う断層群は南傾斜，余
震分布東部の南東側（富山トラフの文字がある付近）の断層は北西傾斜を示す（地理院地図を使用．
地質調査総合センター公式ウェブサイトより）．
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２．産総研の対応

令和 6 年能登半島地震の発生当日から，産総研では関

係者で今後の対応を協議するとともに，産総研が取りまと

めてきた地質情報や活断層に関する資料を作成し，1 月 2

日に開催された臨時の地震調査委員会に提出しました．1

月 3 日には地質調査総合センター公式ウェブサイトに特設

ページを開設し，10 月末現在，第 12 報まで関連情報を

公表しています（https://www.gsj.jp/hazards/earthquake/

noto2024/index.html　閲覧日：2024 年 7 月 9 日）．報道

関係者の取材にも積極的に対応し，3/31 までに，新聞報道

133 件，TV 報道 17 件，Web 媒体 81 件などとなっていま

す．また，被災地の状況にも配慮しながら，緊急の現地調

査も進めてきました．海岸の隆起調査に関しては，輪島市

門前町鹿磯において，4 m の海岸隆起を確認しました（第 2

図；宍倉ほか，2024）．能登半島北部沿岸にはおよそ 6 千

年前以降に形成されたと考えられる 3 段の海成段丘（高位

から L1 面〜 L3 面と呼ぶ）が分布しており，過去に海成段

丘を形成するような大きな隆起が少なくとも 3 回起きてい

たことが報告されています（宍倉ほか，2020）．今回の地

震に伴う隆起によって L4 面と呼ぶべき 4 段目の海成段丘

が形成されたことになります．今後さらに能登半島北岸に

分布する海成段丘等の高度分布と形成年代を調査し，今回

の地震と同タイプの地震の繰り返し間隔を復元したいと考

えています．

津波に関しては，珠洲市等において浸水状況の調査を行

いました．樹木に残ったデブリ（津波による漂流物）や建物

壁面に残されたウォーターマークから数地点で浸水深（地

表からの高さ）を測定した結果，珠洲市の浸水深は約 50 〜

140 cm であったことが確認されました（第 3 図；谷川ほ

第 2 図　 海岸の隆起調査．鹿磯漁港の防潮堤に固着した生物遺骸が
示す隆起の様子．人が持っている標尺の長さは 5 m（地質
調査総合センター公式ウェブサイトより）．

第 3 図　 津波の浸水状況調査．建物壁面のウォーターマークを赤矢
印で示す（地質調査総合センター公式ウェブサイトより）．

第 4 図　 地表変状調査．珠洲市若山町中
なか

の水田に生じた南側上がり
の落差．南東に向かって撮影．人物の身長は約 180 cm（地
質調査総合センター公式ウェブサイトより）．

か，2024）．また，珠洲市若山町付近及び羽
は く い ぐ ん

咋郡志賀町北

部で報告されている地表断層の可能性がある地表変状の調

査も行い，ずれの量の計測や地表変状の特徴をまとめまし

た（第 4 図；吉見・丸山，2024）．その他，珠洲市，輪島

市門前町，志賀町に合計 10 台の地震計を設置し（第 5 図），

蓄積されたデータの分析から詳細な余震活動の把握や地盤

特性と被害状況の関係を解明していく予定です．新たに得

られた成果は，IEVG ニュースレターまたは地質調査総合

センター公式ウェブサイトでも公表していく予定です．

末尾になりますが，能登半島地震で被災された皆様には

心よりお見舞い申し上げますとともに，１日も早い復興を

願っております．
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